
 
 

 
汚泥堆肥化施設「コンポストセンターいなば」に係る今後の対応について 

 

 

（１）施設の概要（資料Ｐ２） 

 「コンポストセンターいなば」は、本組合し尿処理施設の更新整備に伴い、それまで 

焼却処分していた汚泥を堆肥化（コンポスト化）し、農地還元するためのリサイクル施 

設として、当時の厚生省（し尿処理事業）と農林水産省（集落排水事業）の共同事業に 

より、平成１１年６月に供用を開始した。 

     

（２）これまでの経過（資料Ｐ４） 

   平成２４年６月の施設管理受託者による処理水の不適切事象を機に、平成２５年４月 

より施設は休止とする中、当該施設で堆肥化していた汚泥は、建設当時とは社会情勢等 

も変化している状況等を鑑み、施設は廃止（用途廃止）する方向で関係機関と協議を進 

めるとの方針のもと、平成２８年４月より民間事業者に委託し処理（リサイクル）を行 

ってきた。 

   また、組織市町と共通認識のもと、施設の廃止（用途廃止）に係る国・県等関係機関 

との協議に向け、補助金返還等の課題を解消するため、廃止後は農水省の関連（事業） 

施設として利活用することを中心に検討を行ってきたところである。 

 

（３）今後の対応 

   「コンポストセンターいなば」は、廃止（用途廃止）へ向け、補助金返還等の課題を

解消する有益な廃止後の利活用の方法について検討を行ってきたが、これらの課題を解

消する利活用（事業展開）は困難と考えられる。 

   このことから、「コンポストセンターいなば」に係る今後の対応については、課題点

はあるものの、組織市町と情報共有を図りつつ、廃止に向け本格的に国・県等関係機関

と協議を進めることとし、廃止後における施設の取扱いについては、引き続き組織市町

と検討・協議を行っていくこととする。 

    

[ 課 題 点 ] 

     ○国庫補助金の返還 

     ○起債の繰上償還 

     ○廃止後における施設の取扱い 

     ○その他 

 

     ＜ 参 考 ＞ 

    〇 国庫補助金の想定残存価額 

区分 因幡浄苑 
コンポスト 

センターいなば 

東部広域 
(し尿分・厚生省) 

（未試算） － 

１市４町 
(集排分・農林水産省) 

１５,０００千円 ５２,０００千円 

      ※コンポストセンターいなばを稼働停止した平成２４年度末時点での残存価額 

 

〇 起債の未償還残高（令和３年３月末現在） 

区分 因幡浄苑 
コンポスト 

センターいなば 
東部広域 

(し尿分・厚生省) 
償還済 

１市４町 
(集排分・農林水産省) 

２１１,４６０千円 

      ※１市４町（集排分・農水省）部分は令和１２年度が償還最終年度 
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＜建設事業費及び財源内訳＞ 

区分 因幡浄苑 
コンポストセンター 

いなば 

建設事業費 

       ６,３４７,０９９千円 
４,４７５,６５４千円 １,８７１,４４５千円 

財

源

内

訳 

国庫補助金 
１,６０４,７１１千円 

し尿分  ９３３,５６６千円 － 

集排分 ６７１,１４５千円 

起債 
４,４０７,２００千円 

し尿分 ３,７７８,１００千円 

集排分 ６２９,１００千円 

その他 
３３５,１８８千円 

し尿分 ２４１,６６８千円 

集排分 ９３,５２０千円 

 

＜事業主体別内訳＞ 

事業主体 事業費 

東部広域 
(し尿分・厚生省) 

４,９５３,３３４千円 

１市４町 
(集排分・農林水産省) 

１,３９３,７６５千円 

合計 ６,３４７,０９９千円 

（国庫補助率） 厚生省 １/３、農林水産省 １/２ 
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コンポストセンターいなばの廃止について 

 

１ これまでの経過について 

   〇平成24年6月  ・処理水の不適切処理確認 

   〇平成25年3月  ・第1回汚泥処理方法のあり方等検討会 

           ・汚泥等の公共下水処理について了解(国交省中国地方整備局協議) 

             ※暫定期間～H28.3までの3年間 

   〇平成25年4月～ ・コンポストセンター休止(鳥取市公共下水道終末処理場で委託処理) 

            ・因幡浄苑の汚泥処理設備等を休止 

   〇平成27年5月  ・第4回汚泥処理方法のあり方等検討会(方向性検討) 

 

２ 今後(平成28年度以降)の汚泥処理方法について 

   〇コンポストセンターを再稼働するためには、有機質肥料中の重金属(銅)の増大及び排

水中の窒素処理等の課題解消が必要であり、現実的には対応が困難な状況である。 

   〇平成11年の施設建設当時とは社会情勢等(汚泥堆肥化の民間参入)も変化していること

から、コンポストセンターは廃止する方向で国・県等関係機関との協議を進める。 

 

  【参考】コンポストセンターの年間収支(平成 24年度） 

                     ・維持管理費  約 96,000千円 

             ・製品(有機肥料)販売収入  約 2,000千円 

 

   〇コンポストセンター廃止後の汚泥処理は、処理コスト及び時間的制約等を踏まえ、民

間での処理(リサイクル)を基本に検討を進める。 

    

   〔従来の処理体系〕           〔民間処理を基本へ〕 

・因幡浄苑全稼働            ・因幡浄苑全稼働 

・コンポストセンター稼働        ・コンポストセンター廃止 

※年間概算経費 317,000千円            ※年間概算経費 249,000千円 

              年間概算経費で 68,000千円の削減効果 

 

３ 課題について 

○因幡浄苑・・・・・・・・現在休止している汚泥処理設備等の再稼働が必須である 

〇コンポストセンター・・・廃止後における施設の活用検討 

廃止に伴い補助金返還等が生じた場合への対応 ほか 

 

平成27年7月 

正副管理者会議 
議員全員協議会 
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